
【参考資料】 

カスリーン台風による建設予定地の被害状況について（調査結果） 

 

１．建設予定地の被害状況 

 
●建設予定地の浸水深 0.5m～2.0m 【別紙１】 
・建設予定地周辺は、利根川の堤防決壊による影響は見受けられず、荒川の堤防決

壊により浸水深が 0.5m～2.0m の記録があった。 
・一方で、流域面積の大きい利根川の堤防決壊による被害は甚大であり、利根川周

辺で浸水深が 2.0m 以上の記録があった。 
 

２．カスリーン台風の概要（昭和 22 年 9 月） 

 
●風速が弱く雨量が異常に多い、典型的な「雨台風」 
・台風自体は、本州接近時には既に勢力を弱めつつあったが、停滞中の秋雨前線に

より 2、3 日間、雨が降り続いていたところに台風の湿った空気が入り込み、活

発化したことで豪雨がもたらされ、関東の各河川で急速に水位が上昇し、堤防の

決壊に至った。 

 
●荒川流域の降水量（9 月 14 日～9 月 15 日） 

 2 日間の降水量(mm) 1 時間最大降水量(mm) 

熊 谷  339.8 50.2 

秩 父  609.5 78.0 
出典：気象庁 HP            

●荒川の堤防決壊 【別紙２】 
 9 月 15 日 午後 6 時 35 分頃 左岸約   60m 決壊（鴻巣市大間） 
 9 月 15 日 午後 7 時 30 分頃 左岸約 100m 決壊（熊谷市久下） 

 
●関東１都５県で死者 1,100 名、田畑の浸水面積約 18 万 ha 

都県名 死者（人） 田畑の浸水（ha） 

東京 8 2,349 

千葉 4 2,010 

埼玉 86 66,524 

群馬 592 62,300 

茨城 58 19,204 

栃木 352 24,402 

合計 1,100 176,789 
出典：国土交通省 HP            
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出典：一般財団法人 日本地図センター 
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